
顔等に傷痕が残った場合、これまで男女で異なっていた補償が同じになるよう、労災保険法施行規則の改正（補償額の基準となる障害等級の見直し）。これを踏まえ、同様の内容で、人事院規則16－0（職員の災害補償）の一部を改正。
　内　容　〔改正労災保険法施行規則（2011年2月1日施行、2010年6月10日に遡って適用）と同様〕

	障害等級
	７級
	９級
	12級
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	改正後
	

	＜新設＞



	

	


公務員連絡会事務局作成

人事院規則１６－０（職員の災害補償）の一部改正等(概要)





補償額の基準となる障害等級の見直し


○「外貌」に関わる障害等級を男女で統一


・著しい醜状を残す（男性）12級→7級　〔女性は従来から7級〕


・醜状を残す（男性）14級→12級　〔女性は従来から12級〕


○「外貌に相当程度の醜状を残すもの」（障害等級9級）を新設


2011年2月15日施行（2010年6月10日に遡って適用）














醜状を残す


（男女）





相当程度の醜状


を残す（男女）





著しい醜状を


残す（男女）





醜状を残す


（男性）





醜状を残す


（女性）





著しい醜状を


残す（男性）


（男性）





著しい醜状を


残す（女性）


（男性）














